
1 

 

第 13 回 制度とコンセプトの改革 
 

（会計制度と監査） 
 

会計と経営のブラッシュアップ  

平成 26 年 12 月 22 日 
山内公認会計士事務所 

 
本レジュメは、企業会計基準及び次の各書を参考にさせていただいて作成した。(財務会計論ⅠⅡ 佐藤信彦外著 H23 年 4 月中央経済社) 
(ゼミナール現代会計入門第 9 版 伊藤邦雄著 H24.3 日本経済新聞社発行)(公認会計士試験論文式財務諸表論第 5 版 石井和人著 H22.10 中央経済社) 
(未来企業 ドラッカー著上田惇生訳 1992.8 ダイヤモンド社)(経営論集 ドラッカー著上田惇生訳 1998.7 ダイヤモンド社) 

 
 

Ⅰ．適正なフィルターにより正確化する会計情報 
 ①国際会計基準 ― 金融商品取引法 ― 内 部 統 制 制 度 

 ②会 社 法 ― 大会社の会計 ― 中小企業の会計指針 

 ③監 査 制 度 ― 会計監査人監査 ― 監 査 役 監 査 
 
 
１．会計の基礎的前提（各フィルターを経て正確な報告がされる） 
 

  有用な情報の提供 （作成者側の重視？） 

  

フレームワーク・会計観 

  

          

  質的な保証 

(目的適合性) 
(中 立 性) 
(信 頼 性) 

    構成要素  

(資 産) 
(負 債) 
(純 資 産) 

 

 

 
          
          
 会計公準  会計基準  一般的規則  

(計算上の前提) (基本原則) (市場や法の規則、慣習など) 
          
          
    会計の受託責任  （利用者側の重視が必要？） 
          
    監査制度     
          
          
 会計監査人監査   内部統制監査  監査役監査  
   ⇓    

   真実な報告    

本レジュメはブラッシュアップ日迄にホームページに up してあります  

http://yamauchi-cpa.net/index.html   
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２．会計の目的と会計の枠組（概念フレームワーク）  
 

(1) 会計の目的は利用者に信頼性と有用な財務情報を提供することである。 
(2) 会計の目的に従った会計観(大きな枠組)が必要であり、それを財務会計の

概念フレームワークという。これは会計の世界である。 
(3) 財務会計の概念フレームワークの大枠の下に会計公準を前提とし、計算等

のルールである会計基準等が形成される 
  会計基準は、独立した基準の寄せ集めではなく、ひとつの大きなフレーム

ワークの一環として作られる必要がある。 
 

企業活動の数値化を取り巻く構図(私のイメージ) 
 

  有用な情報の提供   

  

フレームワーク・会計観 

  

 ― 会計の世界 ―  

  質的な保証     構成要素   
 目的適合性 (将来：意思決定能力) 

財産  (資 産)  
 信頼性 (過去：誤謬や偏りのない公平性)  (負 債)  
 中立性  

資本・純財産  (元 入)  
    (損 益)  
          
          
 会計公準  会計基準  一般的制約  

(計算等の前提) (基本原則と基準) (市場や法の制約など) 
企業実態の公準 
継続企業の公準 
貨幣評価の公準 

  

 

(4)財務報告の目的 
 

IFRS は財政状態を重視し、B/S（財政状態計算書）を起点として、P/L（包

括損益計算書）の説明を経て財政状態を考える資産負債観を持っている。 

企業自体の観点から、資金提供者などの投資意思決定における有用性に資

する財務報告を目的とする（企業主体論） 

企業価値（時価評価）を重視した将来思考と言える。 

 

一方、日本の会計は財政状態よりも経営成果と投資ポジションを重視する。

投資ポジションでは、その投資がリスクから解放された時点で、業績（投

資の効果）を認識するという純利益（業績）を重視している。 

投資ポジションとは何か、経営成果の累積又は純財産と考えるのか。 

（未実現利益、評価差額金など） 
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３．事業活動による損益と財産の真実の報告が必要である 

 
 Ｐ／Ｌ（損益計算書）…損益計算 Ｂ／Ｓ…財産計算 

（顧 客） 売 上 ×××  現預金、売掛金 

（仕入先） 仕 入 ×××  商品、買掛金 

（従業員） 人件費 ×××   

（経 費） 物件費 ×××   

（借入利息） 支払利息 ×××   

 損 益 ×××  純財産 

 

  （資金と財産提供）   

(コロンブス) 事業者  出資者 (イサベル女王) 

  （報告と利益配当）   

 

 

複式簿記（複眼思考）とは財産と損益 
 

一つの事象や事柄を両面（借方と貸方）で見る 
 

借方・財産（資本－負債）と貸方・資本（利益の増減）で見る 

 
 経済学の祖アダム・スミスは国富論（富の形成）において．．．．． 
一国の富（価値）は貨幣の量にあるのではなくて、「貨幣で買えるもの、商

品すなわちその国の土地、労働の年々の生産物である」と言っている。 
「富は貨幣」というのは「俗論」であり、ほんとうの富とは「生活における

必需品と便益品」であるとしているのである。 
そして、「消費こそが、あらゆる生産活動の唯一無二の目標であり、目的で

ある。そして生産者の利益は、消費者の利益を増進させるのに必要な範囲で

のみ、配慮されるべきである。」制約を破棄して「自由放任」の政策をとる

ことが、消費者の利益を守ることに通じると言っている。 
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２．米国における会計観の変遷 
 

(1) 1941 年 アメリカ公認会計士協会（AICPA） 
 

会計とは、少なくとも財務的性格を持つ取引や事象を、意味のあるやり方

で貨幣額によって記録し、分類し、集計し、かつその結果を解釈する技術

である。（計算システム） 
 

(2) 1966 年 アメリカ会計学会（AAA） 
 

会計とは、情報の利用者が事情に精通して判断や意思決定することが可能

なように、経済的情報を識別し、測定し、伝達するプロセスである。（情報

システム） 
 
(3) 1978 年 米国財務会計基準審議会（FASB） 
 

財務報告は、現在及び将来の投資家、債権者及びその他の利用者が合理的

な投資、与信及びその他類似の意思決定を行うのに有用な情報を提供しな

ければならない。（有用情報適用システム） 
 

(4)IFRS と会計の変化 
 

①グローバル化に伴う会計の世界基準、即ち国際会計基準は、実物経済から

マネー経済へ企業活動の変化の産物である。 

②それは、期間損益計算に基づく利益獲得過程の計算を重視している現在の

会計、即ち、企業が過去にどれだけ利益(過去の実現利益)をあげたかを有

用な財務情報としている伝統的な会計報告の変化である。 

③そして、時価による利益の計算結果を重視する IFRS の登場は、従来の伝統

的な考え方を会計の中心課題ではないとしたのである。 

④IFRSにおいても、利害関係者に有用な意思決定情報の提供を財務報告の目

的としていることには変わりはない。 

しかし、過去の利益の計算過程を重視するよりも、将来どれだけの利益を

あげる可能性があるかという将来思考とも言える方向で企業価値を判断

しようとする時価評価を重視する傾向が強い。 

⑤即ち、現在の財政状態を時価で表示する貸借対照表を重視する。 
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３．経営資源の重点の変遷 (投資対象の中核とは何か) 
 

 
 
 経営資本とは何か？  

 
 
 
 

何を重視して経済活動が行われているか。その結果、会計も変化する。 
 

(1)実物経済（モノ作りの経済）…貸方経営資本（例示） 
 

株主から拠出された資本は、会社の生産的設備へ投資されて利益を獲得す

るということが想定されていた。実物中心の経済である。管理者は貸方資

本の維持（投資効果）を重視しなければならない。 

 

(2)マネー経済（金融財の経済）…経営資本の流動性化（例示） 
 

プラザ合意の頃から経済の中心が実物財から借方金融財へ移行する。 

金融財の比重の高まった経済社会では、「ボラティリティ」（価格の変動）

と「フィージビリティ」（現金化可能性）を特性とする借方金融資産が重視

される。それは、将来思考とリクイデーション（清算）重視の経済である。 

 

(3)知的情報経済（ベンチャービジネスの経済）…経営資本のベンチャー化（ライブドア） 
 

知識に対する資金の提供という図式である。知的ビジネスモデルによるア

イディアを事業に創り変えるようなイメージで、人、ノウハウの経済活動

が中心となる将来思考である。 

 

(4)会計の複眼思考と借方経営資源の変化 

 

経営資源とそれを支える経営資本  
 

（ 

変 

化 

） 

資産 
生産財 

↓ 

金融財 

↓ 

知的財 

負債 
（他人資本→マイナス資産） 

 

純資産 
（自己資本→差額概念） 

（経営資本＝資金） 

債権者持分(負債) 

株主持分(純資産) 
資金源(経営資源を支えるもの) 

（１）→（２）→（３） 
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５．資産・負債アプローチと収益・費用アプローチ 
 

概念フレームワークは、資産・負債中心の会計観である資産・負債アプロ

ーチをとっている。これは企業会計原則が伝統的に立脚してきた収益・費用

アプローチと対比される。 
収益・費用アプローチでは、費用配分や収益費用対応の手続が重視された。

その結果、資産、負債とは認めがたい擬制項目が B/S に混入する反面、ファ

イナンスリースなどの資産負債がオフバランスに放置されていた。 
また、事業と直接関係のない金融資産など時価こそが目的適合性を有する

評価と考えられるものが取得原価で評価されてきた。 
これらの問題点を解決し、B/S の妥当性を回復する推進力となるものが資

産・負債アプローチである。その結果、企業会計原則では念頭になかったよ

うな包括利益の概念も明確化された。 
 
 

６．当期純利益 
 

当期純利益とは、 

「実現」概念に代わって導入された「リスクからの解放」概念に基づく概念

である。その当期純利益を包括利益と並列的に表示すべきとするのが日本と

米国の立場(概念フレームワーク)である。 
日米においては、当期純利益は最も重要な利益概念として実務に深く密着

しており、株価形成との強力な関連性もあることを理由に当期純利益の測定

と表示を欠くことのできない概念としている。 
 
包括利益計算書は、当期純利益に加えて、その他の包括利益を記載するこ

とで結論(ボトムライン)としての包括利益の計算過程を示す計算書である。 
その他の包括利益とは、例えば、その他有価証券評価差額金、繰延ヘッジ

損益、為替調整勘定があげられる。 
 
 

７．資本と純資産 
 

IFRS では資産から負債を控除して純資産(資本)とする。 
日本ではその純資産が二分され、株主資本と株主資本以外の純資産、即ち

評価換算差額、新株予約権、少数株主持分(連結財務諸表)に区分されている。 
 
 
以上は会計情報の利用の有効性、どちらかと言うと技術面を述べているの

で、会計の最重要な役割、受託責任（アカウンタビリティ）の重要性を忘れ

てはならない。 
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概念フレームワーク（6頁から） 
 
 
(10)株主資本とその他の純資産 

純資産のうち所有者である株主(連結財務諸表の場合には親会社株主)に帰

属する部分を株主資本と言い、評価換算差額、新株予約権、少数株主持分(連
結財務諸表)をその他の純資産という。 
 

(11)その他の包括利益 

特定期間における資本取引以外の純資産の変動額をいう。報告主体の所有

者である株主、子会社の少数株主、及び将来それらになり得るオプション

の所有者との直接的な取引によらない部分をいう。 
 

(12)純利益 

特定期間の期末までの期間中に、リスクから解放された(実現した)投資の成

果であって、報告主体の所有者に帰属する部分をいう。 
純利益は、純資産のうちもっぱら株主資本だけを増減させる。 
企業の投資の成果は、最終的には、投下した資金と回収した資金の差額に

あたるネット・キャッシュ・フローである。 
 

(13)純利益と包括利益との関係 

純利益と包括利益は次の算式によって計算される。 
①投資のリスクから解放されていない(未実現)部分 
②過年度の包括利益のうち、当期中に投資のリスクから解放された部分 (リサイクリング)  
③少数株主損益 
 

純 利 益＝包括利益－①＋②(－③) (連結財務諸表の場合) 
 
包括利益＝純 利 益＋①－②(＋③) ( 〃 ) 

 
(14)キャッシュフロー 

 

(15)リサイクリング 

 
(16)収益 

 
(17)費用 

 
(18)純資産と株主資本 
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株主総会における重要事項 
 

 

(総 論) 
 
1. 堅実な現状と将来の発展(良い成果)のために 

 
企業統治 

(トップマネジメント) 
     
     

業務執行  監視機能 
   

代表取締役  取締役会 
取締役  社外取締役 

執行役員  監査役 
経営幹部  株主総会、株主 

 
 

2. 企業を公器と考える 
 
ドラッカー (社会実態の冷静な観察) 
松下幸之助 (自由競争とは社会的責任を果たすこと) 
ジョンソン＆ジョンソン  (大恐慌でも成長した「我が信条」) 
 (顧客－社員－地域社会－株主という順序で経営責任) 
 (これはキャッシュ・フローの流入量の順序でもある) 
明治維新 (「欲」ではなく「志」) 
 
市場リスク(為替や金利等の変動リスク)の管理体制に係る説明例 

有価証券および投資有価証券については、中長期的に保有する方針で

すが、定期的に時価や投資先企業の財務状況等を把握しております。ま

た、満期保有目的の債券以外のものについては、投資先企業との関係を

勘案して保有状況を継続的に見直しております。 
為替および金利変動のリスク・ヘッジのためにデリバティブ取引を利

用していますが、デリバティブ取引につきましては、取引権限や限度額

等を定めたデリバティブ取引管理規程に基づき、半年ごとに経営会議で

基本方針を承認し、これに従い財務部が取引を行い、経理部において記

帳および契約先と残高照合等を行っております。月次の取引実績は、財

務部所官の役員および経営会議に報告しており、基本方針への適合性に

ついてチェックがされています。連結子会社についても、当社のデリバ

ティブ取引管理規程に準じて、管理を行っております。 
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微分方程式 
 

平成 26 年 11 月 17 日 

 

参考図書（微分と積分なるほどゼミナール 岡部恒治著 S58.6 壮光舎印刷刊） 

    （すぐわかる微分方程式 石村園子著 1997.8 東京図書刊） 

    （微積分のはなし 大村平著 1985.3 日科技連刊） 

 

１． 将来予測 
 

(1)化石－放射性元素 

半減期 y1=-ky 

減る速度 y1は、現在量 yと比例する。 

これを積分すると、現在量 yが求められる。y=c･e-ky 
 

(2)刺激と反比例 

① 刺激が変化するとき、その変化に対する敏感度は、もとの刺激の大きさ

に反比例する。（ポルノ映画の製作会社） 

② 台風の進路予想 ベクトル（その点で進むべき方向と速さ） 

③ 解曲線（ベクトルを接線として持つような曲線） 

④ 風の流れ、民族の大移動 

 

(3)限界速度 

落下物は空気の抵抗がないものとすると、落下距離の√に比例して落下速

度が増大する。 

ビルの屋上から落したリンゴの質量を mとすると、その作用している引力

はmg（gは、地表付近の物体を引きつける重力の加速度で9.8m/sec2である。） m =    はリンゴが地面へ向う速度の変化率（加速度） 

しかし、空気抵抗が落下をやめさせる方に作用する。 

空気抵抗の強さは物体の速度が比較的遅いうちは速度にほぼ比例し、物体

の速度が速くなると速度の 2乗に比例する。 

従って、空中を落下する物体がある速度になると、引力と空気抵抗の力が

ちょうどバランスして、それ以上速度が増大しなくなる。 

これを限界速度という。（パラシュートでの落下速度） m = −     は空気抵抗 

は速度であり、 = vとすると m v = mg − kv 
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２． コスモスの増え方 
 

(1)増える割合は、その時のコスモスの数に比例する。 

比例定数は m 

 

(2)x 年目に y本になったとすると、 dydx = my 
初期条件 y(1)=1 

 

(3)解く 

y=e ( ) 
 

(4)解がデータに合っているか 

経済・社会現象の解明 

↓ 

モデル化 

↓ 

数式化 

（微分方程式） 

↓ 

解 く 

↓ 

解の関数がデータと 

よく合っているか？ 

現象をよく表しているか？ 

↓ 

予 測 
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３． 微分方程式の解き方 

（代数方程式） 

方程式を解く ― その方程式を満足させる未知数を見い出す 

（微分方程式） 

微分方程式を解く ― その方程式が成立するような関数の形を見い出す 

 

時間 t、速度 v、落下距離 x = −  ― ① = −  ― ② 

のように、導関数を含んだ方程式を、微分方程式という。 

 

は、1階の導関数 

 

は、2階の導関数 

 

は、n階の導関数 

 

 

これに対して、 

は、1次の導関数 

は、2次の導関数 

 

は、n次の導関数と呼ぶ 

 

は、1階 1次の導関数 

は、2階 3次の導関数 

は、n階 m次の導関数と呼ぶ 
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４． 変数分離形 

抵抗を受けながら落下する物体の運動方程式 dvdt = mg − kv 
この両辺をmで割ると dvdt = −

 

さらに変形すると − =  

これは ( ) = g( ) の形となっている。 

 

左辺は vだけの関数なので vで積分することができ、右辺は tだけの関

数なので tで積分することができる。 

両辺をそれぞれ積分すると − =  

∴− ㏒( − ) = +  

∴㏒( − ) = − ( + ) 
∴ − = ( )

 

∴v = − ( )
 

となり、vを tの関数として表わせる。 

これを微分方程式の一般解という。 

 

 

複利の計算 

ある瞬間の現在高に比例して利息が付加されていく場合の総額を ( )で
表わし、 dxdt =  

により ( )の変化を明らかにする。 

 

この式は変数分離形の微分方程式で、xの関数と tの関数を = と両辺に分離し、 dxx = =  

∴㏒ = +  

t=0 のとき、x=A として =  

細菌の増殖、細胞の分裂、複利の元利合計など  
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５． 減衰曲線 

温度のある物体の温度の下り方 

 − = 、 = −  

 Ｔ：外気との温度差、t：時間 

ある瞬間の温度差Ｔに比例して、Ｔが減少するので にマイナスがつい

ている。 

 

水中に射し込む光は、途中でだんだん吸収されてしまう。方程式に書け

ば 

 = −  

 Ｂ：明るさ、ｘ：水深   
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６． 複利計算 

生れたねずみがぜんぶ育つものと仮定すると、1つがいのねずみは 1年後

には 7,000 匹、3年後には 3億匹に増えるという。 

 

複利で増加してゆく量をｘとすると、 

ｘは時間の経過につれて増大してゆく、 

ある瞬間にｘが増加する割合は、そのときのｘに正比例する。 

 

すなわち
ｘ = の関係がある。 

 

元利合計ｘに比例して利息がつき、増加する。 

つまり、
ｘ
は元利合計の増加率（単位期間に付加される利息）を表わし、

ａは利率を、ｘはそのときの元利合計を表わしている。 


